平成25年度鶴岡市地域コミュニティ活性化推進委員会　会議録

会議名：平成25年度鶴岡市地域コミュニティ活性化推進委員会
日時：平成26年３月18日（火）午前10時30分～正午

会場：鶴岡市役所　本庁舎　大会議室

審議事項：

（説明事項）鶴岡市地域コミュニティ基本方針と推進体制について

（協議事項）委員長、副委員長の選出について

委員会運営要領について
その他

出席者：
（委　員）三矢正士委員、畠山健委員、小林和男委員、清野康子委員、阿部等委員、
早尻正宏委員、武田真理子委員、松浦伸委員、鈴木光秀委員、小関祐二委員、
阿部甚一委員

（幹　事）上原市民部長、三浦企画部長、阿部地域振興課長、阿部防災安全課長、
五十嵐環境課長、中村廃棄物対策課長、原田健康課長、相澤福祉課長、

天然長寿介護課長補佐、佐藤商工課長補佐、岡本土木課長、

今野藤島庁舎総務企画課長、伊原羽黒庁舎総務企画課コミュニティ防災主査、
菊地櫛引庁舎総務企画課主幹、富樫朝日庁舎総務企画課主幹、
本間温海庁舎総務企画課長、阿部警防課長、土井学校教育課指導主査、

加藤社会教育課長
（事務局）小野寺コミュニティ推進課長、佐藤コミュニティ推進課主幹、清野主査、
五十嵐コミュニティ推進専門員、齋藤専門員
公開・非公開の別：公開
傍聴者の人数：０人

審議経過：

事 務 局：（開会）
（委嘱状交付）
市　　長：（挨拶）
事 務 局：（委員紹介）
事 務 局：（鶴岡市地域コミュニティ基本方針と推進体制について資料に基づき説明）
事 務 局：地域コミュニティ基本方針の概要等についてご説明しましたが、何かご意見、ご質問等はありませんか。
事 務 局：ないようですので、５の協議に移ります。
始めに、委員長、副委員長の選出をさせていただきます。設置要綱では、委員長は委員会を招集し、会の議長を務めることとしています。委員長の選出については、委員の互選によるとしています。皆様におはかりしますが、いかがしましょうか。
委　　員：事務局案は。

事 務 局：事務局案という意見をいただきましたので、事務局より提案します。委員長は武田委員、副委員長は三矢委員にお願いしたいと存じます。以上提案しますが、いかがでしょうか。
委　　員：異議なし。

事 務 局：異議なしということですので、両委員よろしくお願いします。それでは、お二方より一言ずつごあいさつをお願いします。
委 員 長：（挨拶）

副委員長：（挨拶）

事 務 局：ここからは、委員会設置要綱第６条に基づき、議長を委員長にお願いします。
委 員 長：それでは、次第に従い、協議事項の（２）委員会運営要領について、まず事務局の説明の後、皆様からご質問を受けたいと思います。

事 務 局：事務局から委員会運営要領について説明させていただきます。資料はありませんので、口頭での説明とします。鶴岡市では、審議会等の適正かつ公正な運営を図り、もって市政への市民参画及び透明で開かれた市政を推進することを目的として、「鶴岡市審議会等の設置及び会議の運営・公表に関する要綱」を定めています。当委員会についても、この要綱に基づく運営が求められるということになります。このため、予め委員の皆様には次のことについてご承知いただきたいので、よろしくお願いします。始めに、会議は原則として公開で行うということになっています。公開の方法としては、会議の開催を事前にホームページに掲載し、希望者があればその傍聴を認めるということ、また、会議録についても公表することとなっています。会議録の公表に関して、委員のご意見を伺いたいことがあります。発言者の個人名を公表する場合と個人名までは公表せずに「委員」と表記する場合があります。当委員会においては、自由な発言をいただくというような趣旨から、発言者の個人名までは公表しないこととしたらどうかと考えていますが、ご意見をいただきたいと思います。
委 員 長：資料がないので口頭での説明でしたが、積極的にこの委員会についても情報を公表していきたいと。ただし同時に発言した場合の氏名については「委員」という形で表記するということでした。皆様からご質問はいかがでしょうか。皆様から活発な、忌憚のないご意見をいただくためには大変重要なことかと思いますし、先ほど説明がありましたが、この委員会は関係者同士の横の連携を図るということと、行政内部の連携を強化して、市民と行政による総合力が発揮できる体制をめざすということで、市の各課長もご出席の状況ですので、委員の皆様からも忌憚のないご意見を発していただければと思います。

委　　員：何人も委員がいるわけですが、全員「委員」と表記されるのですか。それとも、「委員Ａ」、「委員Ｂ」という区別はするのですか。

事 務 局：もしも「委員Ａ」、「委員Ｂ」というような形でというのであれば、そのことも不可能ではないと思います。

委　　員：議事録を作る場合、全員を「委員」と表記した場合、いろいろ人の意見が出るわけですから、ベクトルも違うし趣向も違う。だから、Ａ、Ｂ、Ｃくらいは分けた方がいいと思いますが。

委 員 長：ぜひその点もご検討ください。今のことを含めて他にご意見やご質問はありますか。公開日も教えていただければ、関係者にも周知できると思います。特にご意見がなければ了承ということで、ありがとうございます。
委 員 長：それでは、続いて協議の（３）その他ですが、事務局から何かありますか。
事 務 局：特にありません。

委　　員：開催は原則として、例えば今日のように午前中なのか、それとも午後なのか、ある程度目安みたいなものを決めていただくと今後の出席の予定がつくのかなという感じがするのですが。
事 務 局：ご意見があれば、ぜひお伺いしたいと思います。
委　　員：予め決めておかれても必ずしもその時間が空くとは限らないので、委員長のご都合優先とならざるを得ないと思うのですが。ただ、何月と何月というような程度のことは決めておいていただければありがたいとは思います。

委　　員：原則として、午前中の開催なのか、その程度ぐらい決まっていれば助かります。

委 員 長：もしご異存なければ、基本的に午前中の開催ということで、早目にということをベースにして調整いただくということでいかがでしょうか。まだ先のことですのでわからないかもしれませんが、ご意見があったということで調整をお願いできればと思います。

委　　員：今後の委員会は、来年度は３回とのことですが、それで終わりですか。

事 務 局：年３回というのを基本に考えていますが、先ほど、テーマを定めて、より深く議論されることもありうるという話もさせていただいていますので、第１回の委員会の開催結果によっては、また別にお集まりいただくというようなこともあるかもしれません。基本的には年３回ということで考えています。また、今回の任期は来年度いっぱいという形になりますが、それ以降はまた改めて委員を選出させていただいて、第２期の委員会というようなことで継続を考えています。ただし、いつまでかということは直ちに申し上げられません。
委　　員：これまでの話をお聞きして、この委員会は大事だと思いました。今後の地域がどうなるかということを左右するような影響力のある委員会ではないかと思いました。それで、今度の会議はこういう課題で協議するというものを早目にいただきたいです。私一人の考え方ではなくて地域の人たちの声も集約してここに参加したいのです。
委 員 長：重要な点だと思いますので、私からもお願いします。
それでは、これだけ貴重なメンバーが集まりましたので、お一人ずつ簡単に皆さんの日頃のご活動やお仕事のことなどをご紹介いただき、また、どういうことに関心があるかということも併せてご紹介いただければと思います。
委　　員：町内でつい最近、具合が悪いので病院に行ってくるということを近所の方に声をかけて出た方が自宅で亡くなっているのが見つかりました。高齢化だけではなくて、病気でなおかつお一人暮らしというような方が非常に増えていて、これも何とかしなければいけないということで、ご近所福祉協力員という制度を学区でこの４月からスタートさせようというような動きがあった矢先だったものでショックでした。そんな猶予のない状況にきていますので、何とかしたいという思いでいます。
委　　員：鶴岡市消防団の副団長をやっていますが、合併以来、鶴岡市消防団というのは、広域で大人数の大きな消防団になっています。ただ、広域なため、場面、場面では、消防団員の人数が減少しています。また、団員構成が社会環境の変化に伴って、会社員が多数含まれるようになりました。日中会社に行っているものですから、地域に消防団員がいないとか、そのために消防団協力隊など、今作ってもらっています。今後は、自分たちの地域は自分たちで守るということで、消防団を退団したＯＢ、自主防災会、地域コミュニティなどとのさらなる連携が大切と思っています。庄内地域ではあまり大規模な災害は起きていませんが、東日本大震災を見ても、いざ災害が起きた時には消防団もかなりの力を発揮していると確信していますので、今後とも強力な単位として維持・管理していきたいと思います。今回、委員になりましたので、地域コミュニティの連携等をなお一層強力に図れるような組織づくりをしていきたいと思います。
委　　員：社会教育委員長という肩書きです。その委員会を通して、女性が組織の頭や副にいることによって、身近にいろいろな課題がえぐり出されたり、クローズアップされてくるということがわかったのです。市の教育委員会の配慮でかなり女性の方、若手の方が入ったことによって、委員会の開催回数は少ないのですが、その中でいろいろな課題が出てきたような気がします。この委員会でも女性が活躍していろいろな意見を市民サイドに提案するということも重要ではないでしょうか。
社会教育委員の中では、去年までは、地域活動センター化になるという方向性の中で、公民館とか、これからの体制が若干変わるところもあるということで、ポイントは、そこにいる人、市の担当者の人、いろんな人たちがいる、その個人個人の力量なり資質もありますが、その人たちを育てていくような連携した研修や、先進事例をお互いに交換することによって、いろいろな事業が地域活性化の中に組まれていくのではないかということです。この委員会の中でも、良いものがいっぱいあると思いますので、そういう事例も出てくると思いますし、市サイドで提供いただけるものも出していただいて、なおかつそういうものが各コミュニティの方にも流れるようなシステムになれば。社会教育委員会では、一番ネックと言われる青年に焦点を当てていろいろな会議をしているのですが、各コミュニティに若い人たちの集える場づくりなど、活性化する方向性というものを話し合っている途中です。
委　　員：ＰＴＡ会長や副会長、学校で読み聞かせをしていることで、学区で生涯学習推進員をお願いされまして、それがきっかけでこの場にいるのかなと考えています。町内の副会長さんから聞いた話ですが、町内会との関わりでは、こども会での関わりが終わると、どうしてもご高齢の方たちの会になってしまうということで、その間の世代がいないようなのです。私は仕事をしていないのですが、女の人は今仕事をしている人が多いので、そういう中間の私たち世代が、もっと貢献していかなければいけないのかなと思います。私がそこでどのくらいの力になれるか分かりませんが、おうちにいるお母さんたちを引っ張り出せるような何かがないのかなと思いました。
委　　員：中間支援ＮＰＯを公益大ができるのと同じ頃に立ち上げました。「ＮＰＯって何？」というふうに認知度が低く、苦労していたのですが、当時を振り返ると、我々はＮＰＯをどんどん立ち上げて地域を活性化するんだという意気込みでやっていたのですが、地縁組織と一緒に何かをやるということはほとんどありませんでした。10年経ってようやくなんとなく地に足がついてきたかなと思います。ＮＰＯというのは、やはり地域にしっかり根を張ってやっていかなければ上っ面で終わるという感じがします。何かといいますと、ＮＰＯには熱き思いの人たちが多いです。熱き思いの人たちが冷めてしまうと、パタッと消えてなくなる可能性が高いものでありまして、継続的にやるためには、やっぱり新しい仕組みを作っていかないと。若い人を育成しながら、自分のやりたいこと、やれることをちゃんと下の人たちに教えていかないと駄目ということで、組織的にも若い人を育成しない限りＮＰＯの未来はないという話をしています。
もう１つ、限界集落のことです。限界集落は、いわゆる行政の問題でも何でもなくて、自分たちの問題であるという考え方をしない限り、解決は無理だということを言われています。だから自分たちの町は自分たちで作るんだという考え方がない限り、限界集落を何とかしようということは考えられない。そういうことを考えたとき、鶴岡市では一体どうか聞いてみたところ、１番目は大鳥集落で、高齢化率70％を超えています。２番目が山王町です。中心部の山王町が49.8％で、あと0.2で50％に達する。限界集落２番目の地域は実は中心部だったという、このドーナツ化現象をどうするのかということについて、意外と危機感がないという状況があることをもう一度考え直さないといけないだろうと最近思っています。
委　　員：昨年度、基本方針づくりに関わりました。そして、今年度は総合計画の市民生活専門委員会に参加しました。専門は林業、山村問題ですが、今福島の帰還問題に関わっています。そこで、ここでやったことが生かされていて、帰還問題というのはまさにコミュニティの問題で、大事なのはコミュニティづくりや雇用の創出かなと思っているところです。それが鶴岡にどれぐらい適用できるのかはわからないのですが、皆さんと一緒に考えていけたらと思います。
もう一点は、行政の方々には、社会教育の人は社会教育の領域があるし、いろいろな領域がある、その中で一体的なコミュニティ施策というのは大変難しいと思うのですが、ぜひこれを機会に各課の皆さんも仲良くして、特に若い職員の方々が意見交換して、面白い政策を作っていただけたらと思います。そういう意味で地区担当職員制度を導入して担当職員がどういう苦労をしているとかを聞けたらと、そういう機会を設けていただけたらと思っています。
委　　員：ＰＴＡ関係のことをしています。私も自分がなぜここにいるのかなと考える部分もあったわけですが、参画意識が薄れている世代といわれるのが、たぶん我々の世代だと思います。我々の世代がこれから町内会等でも引っ張っていくような立場になっていくと。若い世代、立場の違った観点、子どもたちの視点も含めて、自分がここに来たのかなと考えていたところです。
ＰＴＡの中の保護者と話しても、参画意識という言葉だけではどうにもならない部分を抱えています。やはり周りからの支え、それから目的意識を共有化して、また、実際行動した後も、出席できなかった皆さんにも、それらの話し合いの結果、情報等を開示していって、それは楽しかった、有意義だったと思えるような環境づくりしていくことが一番大切と感じています。私自体もこの場で皆さんのお話を聞かせてもらい、勉強させてもらいながら、自分の感じたことをお話できたらいいのかなと思ったところです。子どもたちにも、常に、先生、地域とのかかわり、こういったものの大切さを話してきたところです。学校には、学ぶ場所、人との関わりを学ぶ場所といういろいろな役目あるかと思いますが、その中でも、立派な人になってもらいたいという気持ちをすべての親が持っているわけですけれども、人より勉強できるだけではなく、また人よりスポーツできるだけではなくて、立派な人間というのは、やはり挨拶がしっかりできて、感謝の言葉、謝罪の言葉がちゃんと言えることなのではないかと。そういったことによって、人とのつながり、関わりあいがうまくいくのではないかという話をした記憶が今蘇ってきたところです。
委　　員：櫛引地域で産直施設を運営しています。核家族化が進んでいますが、櫛引地域は核家族というよりは大家族の世帯がいまだに多いです。主な産業としては農業ですけれども、先ほど、限界集落など聞きなれた言葉が出ているわけですが、当地域においては、まだまだそこまではいってないと思っていますし、産業として収入を得られるものが地元にどれだけあるかによって、若者の定住とか人の流通が起こってくると思っています。やはり、楽しい仕事、魅力のある仕事でなければ長続きしないと思います。今農業においてはＴＰＰなど先の見えない現状がある中で、我々農家としては、何年か後には転作がなくなるという話で国の施策が進められているのですが、どうやって生き残っていけるのか、それによって地域の崩壊に向かうかどうかが見えるような感じもしますので、産業をきちっと守っていくというのが、今我々農家の立場としては、地域を守る一番の基礎かなと思っています。やはり、日々の生活で精一杯になってしまうと、どうしても自分のことだけを守る姿勢がここ近年見られる。農村部でもそんな感じが見られます。まして、今、３月で自治会などいろいろな組織の改選期で、次の役員を決める状況にあるのですが、なかなか次の役員のなり手がいないと聞きました。どこの地域でも、自治会でもそんな状況のようです。産業が、職業が多様化しているものですから、なかなかコミュニケーションが取れないという、それをどうやって地域としてまとめていったらいいのかという、それを考えると役員になる人が大変だという、私の住んでいる地域では現状のようです。
我々の産直施設では、第一次産業の農業から六次産業まで手広く商いをしていますが、この間、国の中小企業の優良企業ということで300社の中に選ばれまして、庄内からは、当社１社でした。頑張っていれば認めてくれるということで、今、各方面から当社の運営方針が注目されているようです。そういうことも踏まえて、人の流通が地域の活性化に結びついていくのだろうと改めて思いました。産業としてまだまだ鶴岡は可能性があると思います。やはり地域にきちっとした産業がないとコミュニティそのものが崩れていくのではないかなと、この場でも改めて考えさせられました。
委　　員：旧朝日村と隣の西川町の広域で六十里越街道会議という組織を作っているのですが、1200年の歴史がある六十里越街道を活性化して、地域の活性化に結び付けようということで12年前から活動しています。結局は活性化とは何かと言えば、その地域の人たちがその地域で暮らせるような一つ経済活動をもたらすということだと思います。江戸時代の湯殿山信仰というのは東北のメッカなわけですから、年間100万人の人が湯殿山を訪れたわけです。それで、東北地域の精神文化というのは湯殿山精神文化と言っても過言ではないわけです。そういう所で活動できる、生きていられるということに非常に幸せを感じています。何のために活動するかという部分ですが、私は震災の支援で陸前高田に行ってあの状況を見たときに、人生とは何ぞやと頭では分かっていたけれども、その頭では分かっていた幸せ観が足元から崩れていきました。人生とはどう生きるべきなのかということを悩みました。１年かかってようやく出した自分なりの結論が、人生は友であるということ。良い友を持った人生は、幸せだと思ったのです。では、良い友を持つためにはどうしたらよいのか。相手にとって自分が良い友であらねばならない。そして、相手に良い友を求める前に自分が良い友として相手に与える自分にならなければ駄目だ。これが人生の究極ではないかと思ったのです。その生き方をこの地域で一人一人がやった時に、この地域は良い地域になると思って私は今活動を進めています。全くのボランティアでやっていますが、本当に地域の若者が夢を持てる、そういう地域にしようとみんなで話して、行動しています。そうしたことが、この委員会の主眼ではないのかと。先ほど限界集落の話が出ていましたが、今の社会は精神的な限界集落だと私には見えます。そういう精神的な危機状態のところに、いかに命を吹き込んで生き返らせるか、それは誰の責任かといったら、私は自分の責任だと思っています。だから、自分が大爆発してこの地域を変えていこうじゃないかという思いで、地域活動に励んでいます。そうしたことを皆さんと共有できればと思っています。
委　　員：私は現役時代に６つの職歴があり、最後がコミュ二ティ振興会の事務局長でした。コミセンを通じての会議でも役所の人とお話をしているので、その経験を生かして行政とのパイプ役になればと思い、今回応募しました。小・中学校のＰＴＡの役員も経験し、その後、町内会の役員になって25年以上になるかと思います。
現在は副会長をしています。町内会活動のあり方や、いろいろな問題点をこの場で提言し、町内会活動がやりやすい方向にできればということもあり、今回、皆さんの意見を聞きながら、町内会の運営に生かせればと思います。
さらに、地域コミュニティにはコミセンの関わりも大きいと思い、これまでの経験も踏まえ、コミセンのあり方についても提言できればと思います。

委 員 長：私は、主に地域福祉の視点から、住民同士の話し合い、その中で、自分たちで自ら必要な事業を提案して、それを行政が支えていくような、そういう事業等に最近関わっています。私の勤務する大学の知の拠点整備事業という大きな事業で、市民との円卓会議で100人以上の方が来て下さったのですが、そこで私が担当したグループが主体的なコミュニティ組織についての課題というグループだったのです。そこで出た課題を紹介させていただきます。高齢化とか担い手不足とか、若者がいないというのは当然背景としてあるのですが、具体的に出た課題としては、立場の違う、視点の違う人たち同士のコミュニケーションというのが不得手な方、あるいは学ぶ機会がなかったり、今まであまりそれをしなくても地域の規範とかルールとかでできてきたことが、今いろいろ多様化している中で、住民同士、いろいろな人同士のコミュニケーションというところに大きな課題があるのではないか、それから文化や伝統などの情報共有が足りないのではないかという、その二つがいろいろな方の参加で出た具体的な問題点でした。もう一つ日頃私が感じている、行政と地域あるいはＮＰＯとか住民自治組織がどういうふうに協働できるのかということも、今また新しいいろいろなチャレンジが必要なのではないかと思いますので、私自身は主にコミュニケーションの問題と連携・協働するための役割分担も含めてこの会議で皆様と意見交換できればと思っています。
それでは、協議事項は終わりましたので、進行を事務局にお返しします。
事 務 局：皆様には熱心なご発言いただき御礼申し上げます。来年度の予定ですが、３回程委員会を開かせていただきたいと思います。来年度の１回目は６月頃を予定しています。
これをもちまして閉会とします。
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